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わ
た
な
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き
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―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

渡
辺
直
己
『
陣
中
日
記
』

一
九
三
七
年
一
一
月
二
三
日
～
一
九
三
八
年
一
月
三
一
日

一
九
三
八
年
一
月
十
五
日

［
前
略
］
麦
畑
の
荒
墾
畑
に
伏
せ
て
遙
か
に
陰
鬱
な
倫
鎮
の
土
塀

を
見
る
。
盛
に
重
機
の
音
が
す
る
。
八
中
隊
は
前
面
、
九
中
隊
は

背
後
に
廻
っ
て
ゐ
る
ら
し
い
。
七
中
隊
は
八
中
隊
に
協
力
。
歩
兵

砲
が
墓
地
の
陰
か
ら
猛
烈
に
発
射
さ
れ
る
。
空
気
を
切
る
弾
の
ひ

び
き
、
し
ば
ら
く
し
て
の
物
凄
い
炸
裂
、
気
合
い
が
か
か
っ
て
兵

も
猿
の
や
う
に
敏
捷
だ
。
鉄
兜
が
頭
の
上
で
が
た
が
た
す
る
。
左

へ
攻
撃
前
進
。
斜
に
左
方
の
小
部
落
の
横
を
前
進
し
て
ゐ
る
と
突

然
城
壁
の
上
か
ら
野
砲
の
響
が
起
る
。
斜
右
後
ろ
に
シ
ユ
ー
と
音

を
立
て
て
弾
が
落
ち
る
。
第
二
発
、
三
木
中
尉
が
伏
せ
た
。
自
分

は
依
然
小
隊
を
率
ゐ
て
前
進
。
生
れ
て
初
め
て
弾
丸
の
下
を
馳
駆

し
た
。
感
じ
は
別
に
な
い
。
白
白
と
し
た
落
ち
つ
き
だ
。
そ
し
て

物
理
的
法
則
の
中
に
微
か
に
動
い
て
ゐ
る
人
間
の
小
さ
い
存
在
だ
。

後
は
英
雄
ら
し
く
笑
ふ
だ
け
だ
。
七
中
隊
は
更
に
部
落
掃
討
。
手

榴
弾
と
軽
機
を
ぶ
ち
込
ん
で
闖
入
。
傷
つ
い
て
か
く
れ
て
ゐ
る
老

人
、
女
、
子
供
、
腹
部
を
銃
剣
で
さ
さ
れ
て
未
だ
元
気
を
出
し
て

話
す
少
年
、
窓
を
破
る
と
出
て
来
て
拝
ん
で
ゐ
る
子
供
を
抱
い
た

母
親
、
男
は
縛
し
て
大
隊
本
部
へ
、
女
、
子
供
は
許
し
て
や
る
。

し
か
し
他
の
掃
討
班
は
可
成
殺
し
た
ら
し
い
。
紅
槍
匪
の
部
落
ら

し
い
。
し
か
し
掃
討
は
嫌
に
な
っ
た
。
武
器
も
押
収
し
て
星
光
を

仰
ぎ
乍
ら
一
里
ば
か
り
の
部
落
へ
前
進
。
血
み
ど
ろ
の
経
験
、
あ

ま
り
に
儚
い
人
間
の
生
命
、
倫
鎮
部
落
は
俺
の
頭
か
ら
永
久
に
は

１９０８年（明治４１）６月４日生。
広島県出身。
２６年（大正１５）４月、広島高等師範学校
文科第一部国漢学科入学。

３０年（昭和５）３月、広島高等師範学校
卒業。

３１年２月、幹部候補生として陸軍広島
歩兵第１１連隊に入営、同１１月除隊。

３１年１２月、呉市立高等女学校教諭に
なる。

３５年１月、アララギ会入会。
３７年７月、充員召集により、陸軍広島
歩兵第１１連隊補充隊に入営。

３７年１１月、天津着。
３８年７月、天津から華中に転戦。同年
１２月、天津に戻る。

３９年８月２１日、官舎の浸水による石灰
爆破により死亡。戦死扱いとなる。

享年３１歳

　
　

戦
没
学
生
の
遺

戦
没
学
生
の
遺
稿稿
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関
東
軍
は
一
九
三
一
年
、
柳
条
湖
事
件
か
ら
満
州
事
変
を
起
こ
し
て
満
州
（
東
北
三
省
）

全
域
を
占
領
、「
満
州
国
」
を
建
国
し
た
。
国
際
聯
盟
に
こ
れ
を
否
認
さ
れ
る
と
日
本
は

一
九
三
三
年
、
聯
盟
を
脱
退
、
孤
立
す
る
。
次
い
で
日
本
軍
は
華
北
に
侵
攻
、
盧
溝
橋
で

の
日
中
両
軍
の
衝
突
を
利
し
て
、
日
本
は
一
九
三
七
年
、
全
面
的
な
中
国
侵
略
を
開
始

す
る
。
当
初
、
北
京
、
南
京
、
広
東
、
武
漢
を
占
領
し
た
が
、
中
国
国
民
党
・
共
産
党

等
の
抵
抗
は
激
し
く
、
戦
争
は
泥
沼
化
す
る
。
日
本
は
中
国
の
背
後
に
米
英
ソ
聯
の
支

援
が
あ
る
と
し
て
、
一
九
四
一
年
、
独
ソ
戦
を
機
に
、
こ
の
包
囲
を
打
破
し
て
東
南
ア
ジ

ア
の
資
源
と
米
英
仏
植
民
地
の
占
領
を
め
ざ
し
て
「
南
進
」
を
決
定
、
十
二
月
八
日
、

太
平
洋
戦
争
に
突
入
す
る
。

１　日中戦争から
　　　太平洋戦争へ



な
れ
ま
い
。

一
月
十
九
日

［
前
略
］
夜
は
す
っ
か
り
明
け
離
れ
て
部
落
に
は
三
角
旗
が
へ
ん

ぽ
ん
と
ひ
ら
め
い
て
ゐ
る
。
大
隊
砲
が
唸
り
始
め
る
。
墓
地
の
線

に
友
軍
は
点
々
と
散
開
し
て
ゐ
る
。
所
が
部
落
か
ら
は
寂
と
し
て

応
射
し
な
い
。
待
つ
こ
と
三
十
分
。
八
中
隊
が
右
に
増
加
。
次
い

で
匪
賊
な
し
。
掃
討
せ
よ
の
命
令
が
来
る
。
欣
然
と
し
て
兵
の
面

上
に
も
血
の
色
が
浮
く
。
朝
日
が
眩
し
い
。
兵
五
名
を
率
ゐ
て
掃

討
。
地
瓜
を
見
つ
け
て
食
ふ
。
異
変
あ
る
家
は
焼
き
払
ふ
。
平
原

の
霧
の
中
に
真
赤
な
焔
が
め
ら
め
ら
あ
が
る
。…
…
苦
し
い
一
ケ

月
だ
っ
た
。
血
の
臭
に
飾
ら
れ
た
三
十
日
の
難
行
軍
だ
っ
た
。
高

田
伍
長
と
し
み
じ
み
語
る
。
三
十
里
舗
で
昼
食
。
雪
解
け
の
道
を

前
進
。
三
十
里
舗
、
十
里
舗
附
近
は
激
戦
の
後
が
は
っ
き
り
見
ら

れ
て
支
那
兵
の
髑
髏
が
散
在
し
て
ゐ
る
。
山
東
軍
戦
死
者
合
同
墓

を
赤
柴
部
隊
長
が
立
て
て
ゐ
る
の
も
痛
ま
し
い
。

馬
に
乗
っ
て
も
疲
労
す
る
。
鳥
が
無
数
に
飛
ん
で
ゐ
る
。
人
間
の

血
に
飢
ゑ
て
ゐ
る
ら
し
い
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
＊
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

渡
辺
直
己
『
渡
辺
少
尉
手
簿
』

一
九
三
八
年
二
月
一
日
～
五
月
二
五
日

三
月
十
一
日

　
思
考
と
云
ふ
事
を
極
力
怖
れ
て
ゐ
る
自
分
の
意
識
を
ふ
と
見
出

し
て
耐
ら
な
く
寂
寥
を
感
じ
る
。
無
常
と
か
変
転
と
か
が
こ
ん
な

に
切
実
に
身
に
沁
み
て
感
じ
ら
れ
る
事
も
な
い
。
北
支
聖
戦
の
下

に
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
的
な
深
い
孤
独
と
興
奮
と
痴
呆
的
状
態
と
が
狂
ほ

し
い
ま
で
に
錯
綜
し
て
来
る
。
死
と
か
絶
望
と
か
そ
ん
な
も
の
は

な
る
べ
く
考
へ
た
く
な
い
。
そ
し
て
只
現
在
と
未
来
と
の
白
白
と

し
た
瞬
間
に
生
き
て
ゐ
る
だ
け
だ
。
思
索
を
奪
は
れ
て
野
獣
の
や

う
な
獰
猛
性
に
生
き
て
行
く
生
活
、
時
に
青
い
空
を
見
て
自
己
自

身
を
悟
る
時
慄
然
と
し
て
来
る
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
＊
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

渡
辺
直
己
『
陣
中
日
記
』

一
九
三
七
年
一
一
月
二
三
日
～
一
九
三
八
年
一
月
三
一
日

砲
撃
の
跡
著
じ
る
き
城
壁
に
抗
日
ビ
ラ
が
千
切
れ
し
ま
ま
な
り

抗
日
ビ
ラ
貼
り
め
ぐ
ら
せ
る
城
壁
に
弾
痕
著
し
高
唐
県
城

　白
々
と
黄
河
河
畔
に
朝
あ
け
て
済
南
は
い
づ
ち
遠
き
山
脈

　夥
し
き
ト
ー
チ
カ
陣
を
見
過
し
て
済
南
に
向
ふ
道
は
凍
れ
る

惨
憺
た
る
戦
の
幻
覚
に
悩
む
夜
は
酒
の
み
て
長
々
と
ぐ
だ
を
巻
き
ぬ

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夥
し

突
入
せ
し
新
鎮
城
門
に
は
土
嚢
積
み
て
生
々
し
き
血
潮
が
流
れ
て

居
り
き
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り

樺
枯
れ
し
丘
に
夥
し
き
墓
表
立
て
り
此
処
に
悲
惨
な
る
攻
防
が
続

け
ら
れ
き
　

　吾
が
生
還
を
知
り
た
る
朝
は
陰
膳
に
生
き
た
る
鯛
を
供
へ
た
り
と

ふ　剰
す
な
き
掠
奪
暴
行
の
跡
な
ら
む
薬
莢
が
落
ち
血
に
染
み
し
上
衣

が
投
げ
す
て
ら
れ
た
り
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未
だ
血
の
滲
み
て
臭
ふ
丘
越
え
て
烏
夥
し
十
里
舗
の
道

　鉄
兜
打
ち
貫
か
れ
た
る
部
下
を
一
夜
ト
ラ
ッ
ク
に
守
り
て
進
撃
を

つ
づ
く

　吾
が
襲
ひ
し
部
落
赤
々
と
焔
あ
げ
て
朝
明
の
中
に
燃
え
て
行
き
た
り

　国
を
傾
け
て
つ
く
り
し
栄
華
の
前
に
し
て
頭
垂
れ
居
り
戦
ひ
人
吾
は

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
＊
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

渡
辺
直
己
『
手
簿
２
　
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
』

一
九
三
八
年
五
月
二
六
日
～
七
月
一
六
日

　
　
九
月
号
歌
稿

巧
な
る
日
本
語
の
反
戦
ポ
ス
タ
ー
が
堆
く
あ
り
き
阜
寧
の
城
に

　日
本
兵
に
告
ぐ
と
ふ
激
烈
な
る
文
字
を
城
壁
に
ま
ざ
ま
ざ
と
白
く

書
き
記
し
た
り

吾
が
傍
に
来
り
し
兵
が
忽
ち
に
肩
射
ぬ
か
れ
て
血
を
噴
き
出
し
ぬ

　紫
陽
花
に
蠅
の
と
ま
れ
る
風
景
を
思
ひ
出
し
居
り
ト
ラ
ッ
ク
の
中
に

　赤
々
と
部
落
に
咲
け
る
葵
の
花
を
麦
熟
る
る
花
と
支
那
人
は
云
ひ
き

　匪
影
な
し
と
鳩
を
放
ち
て
泥
屋
に
三
時
間
は
腐
り
た
る
如
く
眠
り
ぬ

　血
糊
垂
れ
し
石
畳
の
道
を
辿
り
行
き
掠
奪
さ
れ
し
家
を
検
ぶ
る

　吾
が
後
に
召
さ
れ
て
既
に
死
せ
る
友
数
へ
つ
つ
何
か
は
る
け
き
が

如
し

　〔
日
中
戦
争
従
軍
中
、
華
北
の
東
站
警
備
隊
長
を
務

め
て
い
た
時
期
の
作
。
雑
誌『
ア
ラ
ラ
ギ
』一
九
三
八

年
八
月
号
と
九
月
号
に
投
稿
し
た
歌
の
原
稿
〕

 

 

 田
辺
 　
 利
宏
 

た

な

べ

 

と
し
ひ
ろ

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

田
辺
利
宏
『
戦
線
日
記
』

一
九
四
〇
年
五
月

１９１５年（大正４）５月１９日生。
岡山県出身。
３０年（昭和５）４月、上京して神田の
帝国書院に勤めながら、法政大
学商業学校に通う。

３４年４月、商業学校を卒業し、日本
大学予科文科に入学。

３６年３月、同大学法文学部文学科
英文科進学、３９年３月卒業。

３９年９月、広島県福山市の増川高
等女学校に勤め、英語と国語を
教える。

３９年１２月、松江にて陸軍入営。後
中国各地を転戦。

４１年８月２４日、中国江蘇省北部に
て戦死。

享年２６歳。



五
月
三
〇
日
　
晴

［
前
略
］
む
し
暑
い
夜
。
一
歩
外
の
自
由
の
世
界
。
光
と
愛
と
憎

し
み
と
。
我
々
の
遮
絶
さ
れ
て
ゐ
る
い
は
ば
影
の
世
界
だ
。
表
面

我
々
は
強
い
光
の
世
界
だ
。 逞 
し
い
前 
進 
の
世
界
だ
。し
か
し
我
々

た
く
ま
 

〔
カ
〕

の
精
神
は 
陰 
い
。
兵
隊
と
は
光
栄
あ
る
囚
人
の
世
界
に
他
な
ら
な

く
ら

い
の
だ
。 艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶 
（
一
九
四
〇
年
五
月
三
〇
日
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
＊
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

秋
岡
都
宛
田
辺
利
宏
軍
事
郵
便
書
簡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
四
〇
年
五
月
二
四
日

御
手
紙
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

皆
様
御
元
気
の
由
何
よ
り
で
す
。

小
生
も
益
々
元
気
で
其
後
軍
務
に
精
励
し
て
ゐ
ま
す
。

…
…
昨
日
は
は
げ
し
い
雷
雨
の
日
で
、
一
日
中
物
凄
い
雷
鳴
が
鳴

り
つ
づ
け
ま
し
た
。
内
地
の
雷
と
ち
が
っ
て
非
常
に
逞
し
く
感
心

し
ま
し
た
。
兵
隊
は
雨
が
降
る
と
全
く
手
持
無
沙
汰
な
の
で
、
ハ

ー
モ
ニ
カ
を
吹
い
た
り
故
郷
の
話
を
し
た
り
女
の
話
を
し
た
り
な

ど
し
て
侘
し
い
気
持
を
紛
ら
し
て
ゐ
ま
し
た
。

先
日
二
十
里
ば
か
り
先
の
分
屯
地
へ
ト
ラ
ッ
ク
で
連
絡
に
ゆ
き
久

し
ぶ
り
で
平
原
の
風
の
中
を
走
っ
て
来
ま
し
た
。

果
て
し
な
い
麦
の
畠
は
も
う
黄
色
に
色
づ
き
麦
秋
の
明
る
さ
は
心

を
酔
は
す
や
う
で
し
た
。
か
へ
り
に
夕
立
に
会
ひ
、
び
し
ょ
濡
れ

に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
い
い
気
持
で
し
た
。［
中
略
］

北
支
と
い
っ
て
も
残
敵
が
尚
多
數
蟠
踞
し
て
居
り
、
討
伐
も
度
々

あ
り
ま
す
。
最
近
は
も
う
弾
が
当
ら
な
い
自
信
が
出
来
て
し
ま
ひ

ま
し
た
。
悪
運
が
強
い
の
で
せ
う
。

こ
の
間
ま
で
バ
ラ
が
美
し
く
咲
い
て
ゐ
ま
し
た
。
少
女
た
ち
は
髪

に
野
バ
ラ
の
紅
い
の
を
挿
し
て
城
外
の
流
れ
へ
水
を
汲
み
に
行
き

ま
す
。
野
生
的
な
い
い
趣
好
で
す
。［
中
略
］

お
体
を
大
切
に
し
っ
か
り
御
孝
行
し
て
下
さ
い
。

　
　
二
十
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
辺
利
宏

秋
岡
都
様

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
＊
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

田
辺
利
宏
『
従
軍
詩
集
』

　
　
望
　
　
郷

丘
陵
地
帯
の
歩
哨
線
に

も
う
薄
の
穂
が
風
に
ひ
か
る
。

永
い
困
苦
欠
乏
の
こ
の
作
戦
に

い
つ
も
思
ひ
出
さ
れ
る
の
は

音
信
の
全
く
絶
え
た
故
郷
の
こ
と
だ
。

我
々
の
原
駐
地
に
は

も
う
束
な
す
祖
国
か
ら
の
便
り
が

我
々
の
か
へ
り
を
待
っ
て
ゐ
る
こ
と
だ
ら
う
。

荒
寥
た
る
生
活
に
堪
へ
て
ゐ
る
兵
隊
た
ち
は

7 1　日中戦争から太平洋戦争へ
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滅
多
に
あ
が
ら
な
い
煙
草
を
根
元
ま
で
吸
ふ
た
め
に

竹
の
パ
イ
プ
を
作
り
な
が
ら

家
の
こ
と
、
あ
ま
い
も
の
の
こ
と
な
ど
話
し
合
っ
て

地
の
果
の
寂
寥
を
幻
想
で
癒
や
す
の
だ
。

毎
日
敵
都
爆
撃
の
飛
行
機
が
と
ぶ
。

戦
火
よ
、
昨
日
の
赤
い
花
の
や
う
に
忘
ら
れ
て

我
々
に
静
け
さ
と
平
和
と
を
与
へ
て
く
れ
。

蛆
の
湧
く
屍
体
と
血
と
蠅
よ
。

澄
み
き
っ
た
朝
風
の
中
に
消
え
て
ゆ
け
。

我
々
は
 玲
  瓏
 な
歴
史
の
表
紙
を
開
か
う
。

れ
い
 ろ
う

丘
陵
地
帯
の
歩
哨
線
に

も
う
薄
の
穂
が
風
に
ひ
か
る
。

秋
も
近
い
前
線
で
は

ひ
と
し
ほ
ふ
る
さ
と
が
思
ひ
出
さ
れ
る
の
だ
。

（
一
五
・
七
・
二
九
）

 

 篠
崎
 　
 二
郎
 

し
の
ざ
き
 

じ

ろ

う

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

篠
崎
寿
子
宛
篠
崎
二
郎
軍
事
郵
便
書
簡

　
一
九
三
九
年
二
月
付

第
六
十
一
信

七
十
四
・
五
信
落
手
し
ま
し
た
。
多
忙
で
暫
ら
く
文
通
お
く
れ
て

す
ま
な
か
っ
た
。
絶
へ
ず
気
に
な
り
つ
ゝ
、
疲
れ
て
寝
る
の
で
仕

方
な
く
…
。
其
后
相
変
ら
ず
の
張
り
切
り
で
す
。
最
近
情
報
活
溌

で
す
。
一
面
復
興
都
市
の
Ｎ
市
も
相
変
ら
ず
潜
入
分
子
活
動
し
、

全
市
は
悪
化
し
つ
ゝ
あ
り
ま
す
。
上
海
の
テ
ロ
化
と
相
通
じ
て
ゐ

ま
す
。
警
備
司
令
部
だ
け
あ
っ
て
小
生
ら
の
緊
張
特
別
で
す
。
日

直
も
十
一
時
迄
、
相
当
な
も
の
。
当
市
と
相
対
応
し
て
近
効［
郊
］

の
守
備
地
区
も
大
討
伐
を
や
っ
て
ゐ
ま
す
。江
南
地
区
も（
全
面
的

に
重
慶
政
府
の
密
令
ら
し
い
）活
溌
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
日
は
不
幸
な
ニ
ュ
ー
ス
を
書
か
ね
ば
な
ら
ぬ
…
と
云
ふ
の
は

武
村
隊
は
当
市
よ
り
十
五
里
東
方
の
山
中
の
部
落
に
ゐ
る
が
、
突

然
敵
主
力
と
衝
突
、
直
ち
に
討
伐
に
移
っ
た
が
、
三
日
三
晩
の
追

撃
戦
に
多
数
の
行
方
不
明
と
戦
死
を
聞
ひ
た
が
、
本
部
へ
の
情
報

に
よ
り
、
山
本
大
隊
だ
け
で
八
十
名
近
く
、
中
隊
だ
け
で
二
十
名

と
判
明
、
思
は
ず
黙
冥
を
捧
げ
ま
し
た
。
奥
ノ
坊
、
坂
本
、
第
三

機
関
銃
隊
等
各
々
相
当
出
し
て
ゐ
ま
す
。
今
は
再
起
不
能
に
陥
っ

て
ゐ
る
そ
う
で
す
。
お
前
も
朝
夕
仏
前
に
愛
霊
を
悼
ん
で
や
っ
て

下
さ
い
。
今
日
は
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
に
哀
悼
の
一
日
で
し
た
。

　
か
く
の
如
く
Ｎ
市
を
中
心
に
江
南
地
区
は
旧
正
を
控
へ
緊
張
で

す
。
敗
残
兵
、
土
匪
、
大
刀
会
匪
、
正
規
軍
、
雑
軍
に
は
閉
口
で

す
。

１９１０年（明治４３）３月２日生。
奈良県出身。
同志社大学予科を経て、３１年（昭和６）、同文学
部英文学科進学。

３５年卒業。新聞記者記者を希望するが果た
せず、大阪市立東第二商業学校の英語科の
教員となる。

３７年２月、結婚。
３７年１１月、大阪逓信局逓信講習所英語科教官
となる。

３８年４月、補充兵として応召、奈良の陸軍歩
兵第３８連隊に入営。

３８年８月、南京の中支派遣軍岩松部隊司令部
付となり、新聞班に配属。のち警備班に配
属。

４０年１月、前線に配置され、討伐戦に参加。
４０年５月、召集解除。
４１年１月、女児誕生。
４１年８月、再度応召。
４１年９月、平壌の尼崎隊に所属。後、南海派
遣軍に属し、東部ニューギニアに転戦。

４４年１月１８日、東部ニューギニアにて戦死。
享年３３歳。


